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昨
年
11
月
９
日
、
条
例
請
求
代
表
者
は
、

法
定
数
50
分
の
１
の
３
倍
を
超
す
区
民
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
２
万
３
０
９
８
人
の
羽

田
新
飛
行
ル
ー
ト
の
賛
否
を
問
う
区
民
投
票

条
例
制
定
を
求
め
る
法
定
署
名
を
、
品
川
区

選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
、
区
民
の
意
思

を
実
現
す
る
よ
う
に
強
く
要
請
し
ま
し
た
。 

 

羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
問
題
と
は
？ 

 

羽
田
空
港
を
増
便
さ
せ
る
た
め
国
交
省
は
、

東
京
都
心
や
川
崎
市
な
ど
低
高
度
で
飛
行
す

る
新
ル
ー
ト
を
使
用
し
、
２
０
２
０
年
３
月

29
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
区
内

に
は
、
Ａ
ル
ー
ト
（
Ｊ
Ｒ
大
井
町
駅
上
空
３

０
０
ｍ
／
１
時
間
に
最
大
14
便
）
と
Ｃ
ル 

       

ー
ト
（
天
王
洲
ア
イ
ル
駅
上
空
／
１
時
間
に

最
大
30
便
）
の
２
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
、

南
風
時
の
午
後
３
時
か
ら
午
後
７
時
の
間
に

限
定
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

運
用
開
始
前
か
ら
様
々
な
懸
念
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
２
月
２
日
か
ら
12

日
に
か
け
て
７
日
間
、
実
機
飛
行
確
認
（
試

験
飛
行
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
試
験
飛
行
を

受
け
て
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
「
世
界
一
着
陸

難
し
い
空
港
に
」（
毎
日
２
月
10
日
）、「
騒

音
に
電
話
１
０
０
件
」（
朝
日
２
月
17
日
）、

「
羽
田
の
新
ル
ー
ト
、
試
験
飛
行
が
終

了
・
・
・『
地
下
鉄
の
車
内
』
相
当
の
騒
音

も
」（
読
売
２
月
13
日
）、「
国
際
航
空
協
会

が
要
請
『
着
陸
時
の
危
険
性
指
摘
』」（
東
京 

       

３
月
４
日
）
と
大
き
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
影
響
・
被
害
が
想
定
さ
れ
る
住

民
の
声
を
受
け
て
、
品
川
区
な
ど
関
係
自
治

体
か
ら
再
考
、
固
定
化
回
避
等
の
議
会
決
議
、

意
見
書
な
ど
が
国
交
省
な
ど
へ
提
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
伴
う
２
０
２
０
オ

リ
パ
ラ
の
開
催
延
期
、
国
際
線
、
国
内
線
の

大
幅
な
減
便
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
定
通
り

新
飛
行
ル
ー
ト
で
の
運
用
を
継
続
し
て
い
ま

す
。 

 

国
の
姿
勢
に
対
し
て
直
接
請
求
運
動
で 

民
意
を
無
視
す
る
国
交
省
の
姿
勢
は
、
前

安
倍
政
権
下
に
官
邸
主
導
で
立
案
（「
官
邸



◆時の動き 

- 23 - 

が
国
交
省
押
し
切
る―

不
信
の
空
路
」
東
京

９
月
28
日
）
さ
れ
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
定

さ
れ
た
成
長
戦
略
の
一
環
の
政
策
（「
年
間

約
６
５
０
３
億
円
の
経
済
波
及
効
果
や
、
約

４
・
７
万
人
の
雇
用
増
加
等
」
と
試
算
／
国

交
省
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
で
す
。「
安
倍
政
権

を
継
承
す
る
」
と
す
る
菅
政
権
に
な
っ
て
も

再
考
、
固
定
化
回
避
（
従
前
の
ル
ー
ト
）
は

望
み
薄
で
す
。 

新
飛
行
ル
ー
ト
下
で
、
約
半
数
の
区
民

（
昨
年
９
月
１
日
現
在
、
人
口
40
万
７
８

８
０
人
、
有
権
者
34
万
78
人
）
が
影
響
・

被
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
国
交
省
に
よ
る
新
飛
行
ル
ー
ト
の
必 

        

要
性
、
騒
音
・
落
下
物
・
墜
落
事
故
・
資
産

価
値
低
下
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
住
民
説
明

会
も
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
賛
成
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
区
民
は
不

安
、
反
対
、
再
考
を
求
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
19
年

12
月
21
日
、「
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
の
賛

否
を
問
う
品
川
区
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る

会
」（
以
下
「
会
」）
が
結
成
さ
れ
、「
国
民

の
幸
福
追
求
権
に
則
り
公
共
の
福
祉
の
増
進

を
め
ざ
し
て
住
民
の
直
接
請
求
に
よ

り
・
・
・
区
民
投
票
条
例
の
制
定
・
実
施
を

目
指
し
ま
す
」
と
方
向
性
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
超
党
派
の
羽
田
問
題
議
連
の
区
議

14
人
（
区
議
会
定
数
40
人
）
や
野
党
の
国

会
議
員
・
都
議
会
議
員
も
協
力
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。 

 

諦
め
ず
に
声
を
挙
げ
れ
ば 

変
化
を
作
り
出
す 

会
は
、
条
例
請
求
代
表
者
11
人
と
約
１

８
０
０
人
の
受
任
者
が
一
丸
と
な
っ
て
昨
年

10
月
４
日
か
ら
１
ヵ
月
間
署
名
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、「
飛
行
機
を

見
て
孫
が
喜
ん
で
い
る
」「
決
ま
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
」
な
ど
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
飛
行
機
の
音
が
う
る
さ
く
て
勉
強
に
集
中

で
き
な
い
」（
小
学
生
）、「
静
か
な
環
境
で

子
育
て
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
転
居
も
考
え

た
が
財
政
的
に
で
き
な
い
」（
女
性
）、「
従

業
員
が
静
か
な
環
境
で
仕
事
が
で
き
な
く
な

っ
た
。
国
か
ら
の
事
前
説
明
が
な
か
っ
た
。

納
得
で
き
な
い
」（
会
社
経
営
）
な
ど
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
被
害

拡
大
の
現
実
と
生
活
環
境
が
将
来
に
渡
っ
て

脅
か
さ
れ
る
不
安
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
区
民
の
思
い
と
形
骸
化
す
る

間
接
民
主
主
義
へ
の
不
信
が
込
め
ら
れ
た
署

名
数
が
集
約
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

一
人
の
力
は
微
力
で
も
、
諦
め
ず
に
声
を
挙

げ
れ
ば
変
化
を
作
り
出
す
こ
と
を
実
感
さ
せ

る
署
名
活
動
で
し
た
。
闘
い
は
続
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
ち
ば 

あ
い
い
ち
ろ
う
） 
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